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１．ＡＯＴＳ 団体概要

正式名称：一般財団法人海外産業人材育成協会

The Association for Overseas Technical Cooperation and Sustainable Partnerships (AOTS)

設 立 ：1959年（昭和34年）8月10日

事業目的：我が国と海外諸国の相互の経済発展及び友好関係の増進に寄与する

基本財産：7 億円

事業規模：約78億円（2022年度予算）

事 業 所 ：国内拠点：研修センター

(東京(北千住)・関西(大阪市・あびこ))

海外拠点：バンコク、ジャカルタ、ニューデリー

東京研修センター 関西研修センター

ミッション：人材育成を通じ、「共に生き、共に成長する」世界の実現を図る

2021年度までの累計実績

受入研修 200,598人
海外研修 230,825人
専門家派遣 10,189人
寄附講座 22,821人
インターンシップ 1,317人

・日本最大級の民間ベースの国
際協力機関

・主に経済産業省などの政府開
発援助（ODA）事業の実施機関
として長年活動中

http://www.aots.or.jp/jp/about/center/tkc.html
http://www.aots.or.jp/jp/about/center/kkc.html
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本企画の目的：

➢日本のIT企業様：

・ミャンマーIT人材活用のお試し・交流機会

・イノベーション・アイデアの取り入れ・情報交換

・自社海外事業担当者のプロジェクトマネジメント能力向上

➢ミャンマー人学生：

・ミャンマーのUniversity of Information Technology（UIT)在学生
へのキャリア形成支援

・日本企業での就業体験/機会

・大学の単位取得としてのインターンシップ機会
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参加学生：

・University of Information Technology（UIT）5年次生
（ミャンマー情報系国立大学在学生、政情不安とコロナ禍により就業機会を失った優秀な学生）

・日本の基本情報処理技術者（FE）相当の資格取得者
・学内でIT関連プロジェクトへの参加経験者
・各種プログラミング言語のスキル
（Python/PHP/Java/C++/MySQL/JavaScript/HTML/CSS/C#など）

・日本での就労を希望、日本語力はJLPTのN3～N5レベル
・英語での意思疎通に問題なし（授業は英語で実施）

プログラム内でできること：

➢複数学生を課題、案件業務サポートなどへアサイン
➢リクルートの一環として課題や実業務を通して同時に複数学生の能力評価

企業
②

学生④

学生⑤

学生⑥

企業
①

学生①

学生②

学生③
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グローバルインターンシップ体験会実施イメージ：

企業課題例：

最初の1週間のスケジュール 2週目～最終週（約2ヶ月半） 最終週のスケジュール

日本国内実施 ミャンマー（オンライン）実施 日本国内実施

日曜日： インターン生日本来日

月曜日：
・グローバルインターンシップ体験会開始
・参加企業とインターンシップ生との交流会
・企業様からインターンシップ生へ課題提案
・学生の作業分分担、作業計画打ち合わせ
・企業課題作業手順のガントチャート作成

火曜日～金曜日：
・各企業課題への取り組み
・メンターによるコミュニケーションサポート
・各企業課題グループ毎でのミーティング
・企業訪問/見学
・ミャンマー帰国後の作業段取りの確認
・帰国準備

土曜日： 自由時間（観光など）

日曜日： インターン生ミャンマー帰国

月曜日～金曜日：
・ミャンマーからリモートで企業課題取組み
・メンターによるリモート作業のサポート

※原則ひとつの企業の設定課題に対して、複
数学生にて取り組む。
※期間を通して学生は2－3の企業課題に取
組むため、1学生あたり2週間程度の工数で実
施可能な課題を設定

土曜日/日曜日： 休日

日曜日： インターン生日本来日

月曜日～火曜日：
・グローバルインターンシップ体験会報告会
報告＆成果発表 (2日間かけて実施)
・企業毎の学生との個別面談を実施
（成果報告、評価、問題点フィードバック）
・企業/学生/プログラム事務局との打合わせ
（採用希望や就職希望の確認、協議）
・懇親会

水曜日： 企業訪問

木曜日： ご採用の場合、入職の段取りを確認

金曜日～土曜日： 自由時間（観光など）

日曜日： インターン生ミャンマー帰国

例１） 「機材管理システム」の開発
例２） 「出席管理システム」の開発
例３） 「群衆の行動予測に関するAIシステム」の開発
例４） 「クラウドサービス」に関する分析とビジネス提案
例５） 「住民管理システム」の機能追加作業

参加企業様には下記をお願いいたします。
・学生へ与える課題の設定

・初週、来日時の学生への自社紹介、課題説明、作業
計画の打ち合わせ、質疑応答、企業見学へのご対応
・課題取り組み中のフォロー（メンターサポートあり）
・作業成果報告会での評価、フィードバック
・プログラム事務局との情報共有など
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実施サポート体制イメージ：

➢ 企業様とインターンシップ生とのコミュニケーションの橋渡しにメンターを配置
➢ 企業様からの課題作業指示を学生が理解できるよう支援
➢ 作業手順確認など企業とのコミュニケーションをサポート
➢ １週間に数回、進捗状況の確認や問題点などの洗い出し
➢ 企業様への定期進捗報告などを実施

UIT学生

メンター

参加企業

※メンターはUIT卒業生を予定しております
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グローバルインターンシップ体験会スケジュール

2022年9月 10月 11月 12月 2023年1月 2月 3月以降

募集・準備期間
申込/参加費支払期限：2022年11月7日(月)正午

インターンシップ実施
(2022年12月1日～2023年2月28日)

企業様
・企業説明会実施
・参加学生様の紹介
・参加企業応募受付

受入れ準備 (最初の週)
・日本へ来日
・業務説明や
作業指示

(約2か月半)
・ミャンマー
からリモート
で課題取組

(最終週)
・終了報告
・就職面談等

実施

・ご採用活動及びご入社受入
準備

参加学生
・学生への参加意思確認
・参加学生の確定

渡航準備
VISA取得
その他

・日本継続就業の場合、日本
語力のレベルアップなど入社
までの準備

2022年9月中～10月末

説明会の実施及び参加企業募集
-IT産業関連各団体/協会様の会員向け説明会を実施
-参加学生様のプロファイル展開と参加企業様の募集/受付
参加お申込/参加費支払い期限：2022年11月7日(月)12:00まで ※催行可否決定

2022年10月末～11月末
学生参加意思の確認、渡航アレンジ
-企業プロファイルをミャンマー側へ送付、学生様の参加意思を確認
-渡航準備(VISA取得、フライトアレンジなど)

2022年12月1日～
2023年2月28日（3か月間）

学生の日本への渡航/グローバルインターンシップ実施
-ミャンマーから学生が日本到着(最初の週及び最終週は来日)
-インターンシップ体験会開始（ミャンマーからリモートで課題取組み）

2023年3月～ ご採用活動や内定学生様の日本渡航準備
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参加費用：

６０万円（税別）/社 （最少催行社数15社 ※定員20社程度）

上記に含まれている費用

１）インターンシップ生の渡航費 （最初の週と最終週の2往復、査証取得代含む）
２）インターンシップ生の日本滞在中の宿泊費
３）インターンシップ生の海外旅行保険費
４）日本実施プログラムの研修会場借上費
５）日本滞在時のプログラム実施初日における通訳費用
６）インターンシップ中の学生の生活費
７）プログラム中の学生の作業支援及びメンターサポート
８）プログラム運営費 など

その他：
➢ グローバルインターンシップ体験会後の学生様のご採用に関しましては、別途ご採用支援
サービスをご用意しております

➢ 学生様のご採用を決められた後、ご入社されるまでの期間にオンラインなどでの日本語教
育もご要望に応じてアレンジ可能です
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University of Information Technology (UIT) とは

➢ ミャンマーの高等教育機関のトップクラスの大学
英語で講義が行われており、ITに特化した各種
学部を設置、ITの実務的な知識と経験を持った
人材を育成（https://www.uit.edu.mm/）

➢ ミャンマー国内の28のIT系国立大学の中で
最優秀の学生が集まる

➢ UITではITPECの受験が必須課題として設定
されており、毎年多くのFE*資格者を輩出

(FE:基本情報技術者試験相当)

（参考）
ミャンマーでは「セーダン試験」と呼ばれる高校卒業
試験兼大学入試があり、合格した学生のみが大学に
進学する。
合格率は全国で30％程度、試験の成績で入学先が

決まる為、情報系大学には優秀な学生が集まる

https://www.uit.edu.mm/
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ITPEC（ITプロフェッショナル試験協議会）とは

➢ 2005年11月に設立されたアジア共通統一試験を実施する
アジア各国の実施機関から成る協議会

➢ アジアの学生の情報処理能力を共通の尺度で評価する試験

➢ FE試験を合格した者には日本就業における在留資格取得優遇
が与えられる
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お問い合わせ、お申込みは、
下記へご連絡ください。

一般財団法人海外産業人材育成協会(AOTS)
AOTS総合研究所事業推進第1グループ
担当：神田、渡部

Tel：03-3888-8215 
Fax: 03-3888-8242

Email: aots-internship-zd@aots.jp
HP: https://www.aots.jp/

mailto:aots-internship-zd@aots.jp
https://www.aots.jp/



